
事例 小学校図画工作科（造形遊び） 東濃地区（Ｏ小学校）

１．題材について

対 象 学 年 小学校 第６学年

学習指導要領 第５学年及び第６学年の内容 Ａ表現（１）ア・イ

題 材 名 「福戸ヶ丘の風をさがして （全６時間）」

題 材 目 標 ○学校を取り巻く風に関心をもち、風の感じや場所や材料に合わせて造形活動を

。 【 】楽しむことができる 造形への関心・意欲・態度

○見つけた風の感じや場所、材料の特徴を生かし、環境と調和させながら表すた

、 。 【 】めに 表し方の工夫をすることができる 発想や構想の能力

○見つけた風の感じや場所の特徴を生かすことができる材料や表し方を選び、形

。【 】や色や大きさの工夫をしながら造形的に構成することができる 創造的な技能

○風の動きを感じとり、作品を持ち歩いたり飾ったりしてその動きや変化を楽し

。 【 】むことができる 鑑賞の能力

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○題材指導計画作成上の工夫

・４観点から、本材題の基礎的・基本的な内容を具体化し、単位時間における

指導内容を明確にする。特に、風にまつわる体験を交流する場や、風を探す

場、話し合いの結果を試す場等を設け、環境の変化や表し方の違いによるよ

さや楽しさを味わうことができるようにする。

○単位時間における工夫

・校舎配置図や写真を用い、日常の体験を交流しながら一人一人が風に対する

思いを語り、課題をもって活動することができるようにする。

・活動を記録し、作品設置の前後や風が吹く前後の風景の変化が味わえるよう

にする。

・効果的な材料や加工方法、設置方法等の例を示し、風が吹かない時の形や色

の様子や、活動後の場所や材料のことを考えることができるようにする。

・学習ノートや観察によって一人一人の実態を把握し、評価規準をもとに単位

時間のねらいに迫るための指導・援助をすることができるようにする。

参 考 資 料 鑑賞資料１：校舎配置図

鑑賞資料２：風景写真

指導資料１：材料の具体例

指導資料２：材料の加工や設置方法の具体例

学習ノート



２．題材の評価規準

ａ 造形への関心･意欲･態度 ｂ 発想や構想の能力 ｃ 創造的な技能 ｄ 鑑賞の能力

【表現】 材料や場所などの特徴 材料や場所などに 造形作品などを、自

材料や場所などに働きかけ、 を見付け、それをもと かかわり、構成の 分らしい見方や感じ

それらの特徴から発想した に発想し、つくるもの 美しさや面白さを 方で能動的に鑑賞

り、考えたりしたことをもと の意図や美しさ、楽し 感じ取り、つくり し、よさや美しさな

内 にして、想像力や技能などを さなどを考え、周囲の つつあるものを振 どに親しむ。

容 総合的に働かせ、美しさなど 様子を考え合わせるな り返り、環境を造

の を感じ取りながら、自らつく どして、デザインの能 形的に構成するな

まご りだす造形活動の喜びを味わ 力などを働かせ、構想 ど、創造的な技能

とと おうとする。 する。 や造形感覚、感じ

まの 【鑑賞】 取る力などを関連

り評 自分たちがつくりだした作品 づける創造的な表

価 や暮らしの中の造形作品、親 現などを働かせ、

規 しみのある美術などに関心を 表し方を工夫す

もち、その美しさや表し方の る。

よさ、表し方の変化の面白さ

などを味わおうとする。

題 【表現】 風の感じやその場所の 風の感じやその場 風を感じとり、互い

材 学校を取り巻く風に関心をも 特徴、材料から発想を 所の特徴を生かす の作品を交流し合っ

に ち、風の感じや場所や材料に 広げ、形や色、大きさ ことができる材料 たり持ち歩いたり飾

お 合わせて造形し、その場所や の工夫をしながら、場 や表し方を選び、 ったりして、その動

け 材料の変化を楽しもうとす 所との調和の取れた自 造形感覚を働かせ きや変化を楽しむ。

る る。 分らしい表現を構想す て、形や色を組み

評 【鑑賞】 る。 合わせて表現す

価 風を感じとり、材料や場所の る。

規 動きや変化を楽しもうとす

準 る。

①風になびきそうな材料を持 ①変化する楽しさや美 ①風 場所 材料 ①互いの作品を交流、 、 、

単 ち寄り、表し方を試しなが しさを想像しなが 表し方の関連を し、場所や風との

位 ら材料の変化を楽しもうと ら 材料を風に当て 考え、視覚的な 関わりから、材料、 、

時 する。 音を出したり切った 美しさや動きの の使い方や表し方

間 ②見つけた風の感じや材料、 りつないだり並べた 変化の楽しさを のよさや楽しさを

に 表し方を発表し合い、よさ りして表し方の構想 効果的に表すた 味わう。

お具 や楽しさを味わおうとす を練る。 めの工夫をす

け体 る。 ②作品を飾ったりその る。

るの 前後の様子の変化を

評 比べたりしながら、

価 新たな見方や考え方

規 に気付く。

準



３．指導と評価の計画（全６時間）

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○風を感じる ＜ｂ－①＞ ○学習ノート ○材料と表し方を

場所や状況 風を体感し、風を色や形や ○変化する楽し ・自分なりの 組み合わせた数

を想像した 音に置き換える方法を考え さや美しさを 方法で風を 種類の基本形を

り実際に風 る。 想像しなが 見つけ、材 提示し、それを

を探したり ら、材料を風 料で試しな もとに自分なり

しながら、 ○風を見つけた場所とその感 に当て、音を がらその表 の方法に発展さ

風を表す手 じを学習ノートに書き込む 出したり切っ し方を考え せることができ。

段としての たりつないだ ることがで るようにする。

材料や表し り並べたりし きたか。

方を考え て表し方の構 ○意見交流をしな

る。 ○互いに見つけた風を表すの 想を練る。 ○観察 がら、意外性の

にふさわしい材料や表し方 ・仲間の考え ある発想や材料

を話し合い、活動の見通し のよさを味 や表し方のよさ

をもつ。 わい自分の 楽しさに気付く

活動に取り ことができるよ

入れようと うにする。

することが

できたか。

２ ○組み合わせ ＜ａ－①＞ ○学習ノート ○持ち寄った材料

方や表し方 風を表すことへの関心を高 ○風になびきそ ・風になびき が風に敏感に反

３ による材料 め、持ち寄った材料で自分 うな材料を持 そうな身近 応するような効

から受ける なりの表し方を試す。 ち寄り、表し な材料を意 果的な用い方の

感じの違い 方を試しなが 欲的に収集 助言をするとと

を楽しみな ら材料の変化 し、自分の もに、基本的な

がら、それ ○収集した材料と効果的な表 を楽しもうと 表し方に見 道具の扱い方が

ぞれの特徴 し方を学習ノートに書き込 する。 合った材料 身に付くように

を生かした み、実際に材料を使って試 を選びなが する。

試しをす しをする。 ＜ｂ－①＞ ら試しをす

る。 ○変化する楽し ることがで

さや美しさを きたか。

想像しなが ○風を見つけた場

○材料を飛ばしたり、空気を ら、材料を風 ○観察 所やその感じを

ためたり、なびかせたり、 に当て、音を ・自分が感じ 再確認し、どん

回転させたりするなど 様々 出したり切っ た風を表す な材料や表し方、

な材料と表し方の組み合わ たりつないだ ために、材 が似合うか言葉

せを試す。 り並べたりし 料の特徴を や文章で表現す

て表し方の構 生かしなが ることができる

想を練る。 ら様々な試 ようにする。

しをするこ

とができた

か。

４ ○風の吹く時 ＜ｂ―②＞ ○観察 ○飾るものの数や

と吹かない 風を見つけた場所に出かけ ○作品を飾った ・作品を飾る 大きさ、色の組

時や作品を 自分なりの方法で風を表す りその前後の 前後による み合わせ等を意



飾る前後の 様子の変化を 場所の様子 図的に変えるこ

５ 様子の変化 比べたりしな の変化に気 とによって、場

を感じなが ○場所の特徴を生かしながら がら、新たな 付き、新た 所そのものの感、

ら、その場 作品を飾る前後の感じの違 見方や考え方 に工夫をす じ方も変化する

所に見合っ いが効果的に表れるように に気付く。 ることがで ことに気付くこ

たよりよい する。 きたか。 とができるよう

表し方を見 ＜ｃ－①＞ にする。

つける。 ○風、場所、材

料、表し方の

関連を考え、 ○作品 ○公共の場が活動

視覚的な美し ・場所に調和 場所であること

さや動きの変 した数 形 を留意し、作品、 、

化の楽しさを 色や大きさ を遠くから鑑賞

効果的に表す になってい したり仲間の意

工夫をする。 るか。 見を取り入れた

りして、視覚的

に心地よい表現

をすることがで

きるようにす

る。

６ ○思い思いの ＜ａ－②＞ ○観察 ○風による作品の

場所に作品 つくったもので遊んだり場 ○見つけた風の ・場所や作品 変化だけではな

を設置し、 所を変えたりしながら、互 感じや材料、 と積極的に く、作品を設置

互いの作品 いの作品のよさや楽しさを 表し方を発表 関わり、作 すること自体で

を鑑賞しな 味わう。 し合い、よさ 品を通して 場所の様子が変

がら、風を や楽しさを味 自分なりの 化することにも

表す造形活 わおうとす 方法で風を 着目することが

動の楽しさ ○作品の設置場所を変えたり る。 感じること できるようにす

を味わう。 しながら、作品による場所 ができた る。

の感じの変化や風の動きに ＜ｄ－①＞ か。

よる作品そのものの変化を ○互いの作品を

楽しむ。 交流し、場所

や風との関わ ○鑑賞の視点とし

○互いの作品のよさを見つけ りから、材料 ○学習ノート て、自分との共、

学習ノートに書き込む。 の使い方や表 ・互いの作品 通点や相違点に

し方のよさを のよさや楽 着目し、そのよ

味わう。 しさを具体 さや楽しさを文

的に捉える 章として、具体

ことができ 的に表すことが

たか。 できるようにす

る。



４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

・風を感じる場所や状況を想像し 実際に風を探したり材料を手にしたりしながら 風を表すた、 、

めの具体的な方法を考えることができる。

（２）本時の位置

１／６時

（３）展開案

過程 学 習 活 動 評価について 指導・援助

○題材の大まかな流れをつかむ。 ○見つけた風やその感じを表すた ○特別な制限のない

・事前準備で見つけておいた風を感 めの材料や表し方の見通しをも ことを確認し、自

導 覚的に表す活動であることを知る つ。 分なりの見通しを。

もって活動するこ

○活動例を鑑賞する。 とができるように

入 ・風を見つけた場所 ○作者の願いや材料や表し方の工 する。

・その風の印象 夫を感じ取りながら鑑賞しよう ○各段階で留意した

・材料や表し方の検討 とする。 ことを話すこと

・実際の作品 で、願いに応じた

材料や表し方があ

風を体感し、風を色や形や音に置 ることに気付くよ

き換える方法を考えよう。 うにする。

＜ｂ－①＞

展 ○自分が見つけた風やその感じを表 ◎変化する楽しさや美しさを想像 ○材料と表し方を組

すための方法を考える。 しながら、材料を風に当て、音 み合わせた数種類

・教師の活動例や提示資料をもとに を出したり切ったりつないだり の基本形を提示

材料や表し方を考え、仲間と助言 並べたりして表し方の構想を練 し、それをもとに

し合う。 る。 自分なりの方法に

・材料コーナーを活用し、実際に材 〔観察 〔学習ノート〕 発展させることが〕

料を手にしながら試しをする。 ・自分なりの方法で風を見つけ、 できるようにす

・話し合った内容を学習ノートに記 材料で試しながらその表し方を る。

開 入する。 考えることができたか。 ＜努力を要する児童

への指導＞

Ａ 評価 ・ナイロンテープや

・風や場所から受ける印象と、多 ビニル袋を多数用

様な種類の風になびく材料や表 意し、実際に風に

し方とを関連的に捉え、次々に 当てる活動をさせ

新たな方法を試みる。 ることで、その個

なりの気付きや発

想を生み出すよう

にする。

ま ○話し合いの振り返りをする。 ○見つけた風の感じや材料、その ○自分の考えとの相

・斬新なアイディアや意外性のある 表し方を発表し合い、よさや楽 違点に着目するよ

と アイディアを発表し、よさや楽し しさを味わおうとする。 うに助言する。

さを味わう。

め

○次時の見通しをもつ。

・持ち寄って使えそうな材料やある

と便利な道具等を考えておく。



５ 評価の進め方の具体例

（１）本時重点的に取り上げた評価規準

（２）評価の実際

【評価の方法】

【判断の事例】

（３）個に応じた指導の実際（ に達しなかった児童に対して）B
【つまずきの傾向と指導の意図】

表す対象が視覚で捉えることができないため、どのような材料でどのように表したらよいか戸惑

うと予想された。そこで、事前活動として「風さがし」の場を設け、風そのものを体感することが

できるようにした。次に、作品化することにばかりとらわれることのないように、目だけでなく耳

や鼻や体全体で風を感じることができるような活動を願った。

＜ｂ－①＞

○変化する楽しさや美しさを想像しながら、材料を風に当て、音を出したり切ったりつないだり並

べたりして表し方の構想を練る。

〔観察 〔学習ノート ：自分なりの方法で風を見つけ、材料で試しながらその表し方を考えることが〕 〕

できたか。

・体育館へ続く通路の途中で強烈な風を見つけたＦ児は、その風を「通ってみないと分からない青

っぽい風」と、学習ノートに表現していた。その場所へ何度も足を運び、そこに立つことで初め

て分かる耳元の風の音や強さを体感し、ナイロンテープ等を設置する前後の場所の変化味わって

いた。また、様々な材料をその場所に持ち込み、自分のイメージに最も近いものを探し出そうと

していた。よって、風や場所から受ける印象と、多様な種類の風になびく材料や表し方とを関連

的に捉えていると考えられるため、十分満足できると判断した。

・Ｄ児は自分の体で感じた運動場のフェンス際の風を「あたたかくてやさしい風」とイメージし、

その感じを表すために、どんな材料を用いたらよいか、どんな大きさにしたらよいか、どれくら

いの数を並べたらよいかを、仲間の助言を取り入れながら学習ノートに繰り返しスケッチしてい

た。その後、無数の小旗を地面に並べることに決め、色紙やティッシュで実際に小旗を作り、息

を吹きかけて風を受けたときの様子を観察していた。その結果をもとに、学習ノートに「次の時

間に持ってくるもの」として、様々な材料を記述していた。よって、評価規準に到達していると

考え、おおむね満足できると判断した。

・Ｅ児は本題材には強い興味を示してはいたが、事前準備の「どこで風を見つけましたか？ 「ど」

んな感じの風でしたか？」の記述は、ともに未記入であった。本時は、自分で見つけた風を材料

の動きや色の変化で表すというよりは、扇風機やうちわのような風の発生源の方に目を奪われて

いた。また、材料を風になびかせたり加工したりする姿もほとんど見られなかった。学習ノートに

は 「うちわを作ってみたい 」と記述していた。 よって、風・場所・材料とを関わらせてその楽、 。

しさや美しさを想像することができなかったと考えられるため、努力を要すると判断した。



【指導の実際】

事前に実際に屋外に出かけ 「どこで風を見つけましたか？」を記述させた。次に､「どんな感じ、

の風でしたか？」として、五感を頼りにその風を表現させた。

本時の導入段階では、風を表すためのいくつもの具体例とその意図を伝えた。その中でも、子供

たちにとって最も違和感なく受け入れることができるのは、風を視覚的に表現する方法であると考

えたため 風になびくナイロンテープやビニル袋を多数用意し これらがどうなったときに風が吹、 、「

いていると分かるか」と問い掛け、一人一人実際に試しをさせた。

【児童生徒の変容】

当初は、風といえば台風や鯉のぼりや扇風機などのような既成のイメージから脱しきれなかった

子供たちではあるが 実際に材料を手にして試しを繰り返すうちに 耳や鼻でも風を見つけること、 、「

ができる 「タンポポの綿毛が一本あれば風を表せる 「風がなくても揺れていれば風があるよう。」 。」

に見える と 新たな発見をするようになった また 激しく風が吹いているにもかかわらず常に。」 、 。 、

静けさを保っている通路に面白さを感じたり、予想外の動きをする飾りに楽しさを感じるようにな

ってきた。



土岐市立下石小学校

6年 組 アーティスト氏名

タイトル

あとから作品の写真をはる場所です…

６ 参考資料

・学習ノート「風をさがして」

福戸ヶ丘の

風をさがして



めあてのふりかえり 自己評価月日

／

／

／

／

／

「 風をさがして」の学習を終えて…福戸ヶ丘の



福戸ヶ丘の風をさがそう！
☆どこで風を見つけましたか？

☆その風はどんな感じの風でしたか？

福戸ヶ丘の風をあらわそう！
☆自分が見つけた風を見えるようにするには、どんな方法がありそうですか？

☆そのためには、どんな材料があるとよいですか？

☆アイディアを絵であらわすと…



☆こんな感じになるといいな…

☆計画を見直そう！

・風をあらわすために、もっともっといい方法はないだろうか。

次回までに準備するもの（材料や道具）☆

☆協力してほしいこと（材料や道具、作り方）



・評価記録表

題 材 名 「福戸ヶ丘の風をさがして」第５学年及び第６学年の内容 Ａ表現（１）ア・イ

関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞

評 価 規 準 【表現】 【鑑賞】

＜ａ―①＞ ＜ｂ―①＞ ＜ｂ―②＞ ＜ｃ―①＞ ＜ａ―①＞ ＜ｄ―①＞

袋や布やテープ等 自分の感じた風や 風を感じた場所に 風、場所、材料、 見つけた風の感じ 互いの作品を

の風になびきそう 場所の様子が変化 作品を飾ったりそ 表し方の関連を考 や材料、その表し 交流し合った

な材料を持ち寄 する楽しさや美し の前後の様子の変 え、それらの特徴 方を発表し合い、 り持ち歩いた

り、表し方を試し さを想像しながら 化を比べたりしな を生かすことがで よさや楽しさを味 り飾ったりし、

ながら材料の変化 材料を風に当て、 がら、新たな見方 きるように、視覚 わおうとする。 て、共通点や

、を楽しもうとす 音を出したり切っ や考え方に気付 的な美しさや動き 違いを見つけ

る。 たりつないだり並 く。 の変化の楽しさを 場所や風との

べたりして表し方 効果的に表すため 関わりや、材

の構想を練る。 の工夫をする。 料や表し方の

よさや楽しさ

を味わう。

時 間 ② ③ ① ② ③ ④ ⑤ ④ ⑤ ⑥ ⑥

月 日 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

評 価

名 平 均

前 特 記

事 項

評 価

名 平 均

前 特 記

事 項

評 価

名 平 均

前 特 記

事 項

評 価

名 平 均

前 特 記

事 項

評 価

名 平 均

前 特 記

事 項



評 価

名 平 均

前 特 記

事 項

評 価

名 平 均

前 特 記

事 項

評 価

名 平 均

前 特 記

事 項

評 価

名 平 均

前 特 記

事 項

評 価

名 平 均

前 特 記

事 項

評 価

名 平 均

前 特 記

事 項

評 価

名 平 均

前 特 記

事 項

評 価

名 平 均

前 特 記

事 項

評 価

名 平 均

前 特 記

事 項


